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問題の扱い(ローマ8:28）
　
ある賢者が言いました。「もし全く問題のない人生を望む人がいるとすれば、お墓の中に行きなさい。墓地に行けばそこは問題がない」と言いました。と言いますのは、私たちが生きるときに、必ず問題とともに人生を歩むということでしょう。ですから、私たちにとってテーマは、問題があるかないかではなくて、ある問題をどのように扱うかになると思います。特に、クリスチャンの私たちには、それが十分にできる存在であるし、またそれを自ら体験し、他の人にも紹介することができる人であることを覚えていただきたいと思います。ついつい何かの問題があるたびに、その問題と格闘して疲れ倒れ込んで、しばらく経ちますと、また恵みによって立ち上がって、問題が襲いかかってくると、またつまずいて格闘し倒れ込む。その繰り返しになるのではないでしょうか。それで「問題がなければいいな」といつも心のどこかで願っているかもしれません。でも、残念なお知らせです。そのような願いはかないません。死ぬ時までかないません、ですから、速やかに考え方を変えてください。問題を越え、問題などつきもので、問題など当たり前で、そんなものだ。びびりません。これからは問題をどのように扱うかに目を留める。ぜひ、そのような心構えをしていただきたいと思います。

まず、私たちが問題を扱うに当たって、一番大切な内容がこのようなものです。人生には千差万別な問題があります。しかし、実は問題はひとつです。そのように問題を扱わなければいけません。それがクリスチャンです。それが聖書を理解している、いのちあるものの態度でもあります。問題は、歌の中にもあるように人生いろいろ、男もいろいろ、問題もいろいろ、間違いありません。しかし、私たちは、そのように扱ってはいけません。いろいろな問題がありますが、実は問題は一つです。家庭内にいろいろな問題を抱えている人もいるでしょう。家庭内の問題と言っても、一つ二つではないと思います。夫婦間の問題もあるし、義理のお母さんとの問題もあるし、子どもの問題、子どもとの関係の問題、親戚とのいろいろな関わりなど、いろいろな問題が家庭内にあると思います。ある人は、望んでもいない病にかかって病を患う、病気の問題を抱える場合もあります。経済的な問題がある場合もあるし、特に厄介なのは、精神的な問題です。精神的な問題は、言葉を変えますと結局、考え方の問題です。それがその人の心を動かし支配し、精神の方でそれをコントロールするのではないでしょうか。精神的な問題もピンからキリまでいろいろあります。大体、その精神的な問題の根っこの方を見ますと、小さい頃の家庭環境や何かのショックになる経験があり、それが傷として知らないうちにその人の心と思いを支配することになり、それが形になって、精神的な問題として現れる場合もあります。そして、それが具体的な形になって現れるプロセスの中では、疲れて重荷を負うような様々なことが中にはあります。そういうことによって、精神的な問題を患う場合もあります。
それから、私たちだけが表現する問題ですが、科学によって、また教育などの理論によって説明がつかない問題もあります。そのような問題を霊的問題と言います。そのような問題を患う場合もあります。そして、今私たちが頻繁に耳にするニュースですが、災難、災いの問題があります。また、直接、私たちには関係ないお話かもしれませんが、戦争によって飢饉など様々な苦しみを味わっている国もあります。そのような災難による災いの問題が襲いかかってくる場合があります。今、テレビを見ますと、この時期は終戦70年で戦争の話ばかりです。本当に悲惨で悲しい話ばかりですが、それも災いの問題です。他にも問題を取り上げようとすると、きりがないでしょう、そのような辛い人生を送って、死んだら終わりなのかと言いますとそうではなくて、聖書には、人間には一度死ぬことと死後には裁きを受けることが定まっているとあります。その後、認めたくありませんが、来世の問題があります。永遠の滅びの地獄の方に行くしかない問題を抱えて、皆人生を歩いています。それから、自分が死んだとしても、このような問題が家系を流れて受け継いでいくようになると、家系の問題、次の世代の問題、後世の問題などがまた現れるようになります。このように問題は千差万別、その程度などを見てもいろいろな問題があるし、大体、自分自身が一番大きな問題を抱えているとみな思い込んでいます。自分の問題が一番大きい、ひどいと思うのです。人間的な基準で見たときに、ひどい、そうでない、大きい、小さいがあるかもしれません。しかし、今日限り、皆さんはそのような千差万別な問題がありますが、その問題は実は一つだと捉えないといけないし、そのような見方を持たないといけません。そのように程度も違うし種類も違うし形も違うのですが、実はその問題は、人間がまことの創造のいのちの神様を離れてしまったことの問題です。問題をそのように扱うようにしないと、結局、問題に捕らわれ溺れて、問題とともに滅びていくようになります。問題はそのように扱うものではありません。どんな問題であろうが、自分の内側にある問題であろうが、周りの問題であろうが、また、外に目に見える問題であろうが、問題はひとつです。神様を離れてしまった。表現はいろいろあります。いのちを絶たれて、いのちをなくしてしまったのが問題です。なぜそのようになってしまったのでしょうか。
本来、人間はそのような存在ではありません。このような問題などは一切ありませんでした。しかし、すべての人が罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、罪によってそのようになりました。だから、神様から離れてしまったということは、罪を抱えていることと一緒です。同じ話です。それから、神から離れてしまった結果、ひとりも例外なく、自分の意志とも一切関係ありません。その瞬間から、目に見えない人を滅ぼそうとしている偽りの父と言われる悪魔、サタンに支配されることになります。神様を失い、神から離れてしまったというのは、単に神様とさようならしたという簡単な話ではありません。悪魔を父と呼ぶような、空中の権威を持つ支配者と言われているものに従うしかない存在に変わったということです。それが問題です。問題は一つです。家庭内の問題であろうが、自分の内側の悩みであろうが、周りから見て分かるひどい問題であろうが、国も問題、時代の問題であろうが、問題は一つです。神から離れてしまったのが問題であり、霊的な問題であり、悪魔のしわざによる問題です。問題をこのように扱うようにしてください。そうすると、このような答えにたどり着くようになります。千差万別の問題、数多くの問題がありますが、解答も答えも一つです。問題は一つなので、その問題に対する答えも、家庭の問題も答えは一つです。国の問題も答えは一つです。他のところに何かがあるかのように希望を求め探し回りさまよい続ける理由などは一切ありません。どこに行ってもありません。問題は一つだということが分かれば、その問題に対する解答も一つしかありません。

その解答、問題の答えがキリストです。キリストだけが、神から離れてしまった人間がまた神様と一緒になれる唯一のいのち、道であり、それを邪魔している今現在も神を離れている人間を捕えて滅ぼそうとしている、操っている悪魔の頭を踏み砕いて勝利できる唯一の王様です。キリストだけです。そのために私たちが抱えているどうにもならない罪を身代わりになって完璧にきよめられ、その罪をなくすことができるまことの祭司である方がキリストです。だから、キリストしか答えはありません。誤解しないでください。「なぜ私だけがこんな問題を。あの人にはない」と思うのですが、「なぜ私だけがこんなひどい問題を抱えて、あの人はそんなひどくないのに」と思うかもしれません。実はそうではありません。それは思い込みです。それから、ひどいかどうか関係なく、問題は同じです。一つです。だから、迷う必要もないし、何かを求める理由も、頑張る理由もありません。頑張ることも答えにならないので。教育も答えになりません。悪魔のしわざを打ち壊して、神様に出会わなければいけない、すべての罪をきよめなければいけないのですが、それが完全に完璧にできる唯一の方がキリストです。だから、人生の問題の解答は、キリストしかありません。一つしかありません。なんと簡単でしょうか。キリストだけが輝いて、他のすべてが全部、輝き、主張、色をなくさないといけません。キリストだけが。

どんな問題を抱えているのでしょうか。皆さんの周りは、どのような問題を抱えているのでしょうか。その問題は何でしょうか。こういう問題、ああいう問題でしょうか。違います。神様を離れてしまったからです。その自分の罪過と罪との中にあって、魂がもう死んでしまったからです。ですから、答えは一つです。アメリカの問題でも、イスラムの問題でも、日本の問題でも、あの家庭の問題でも、麻薬をしている人の問題でも、それを治療するために頑張っているお医者さんがアルコール中毒になる問題も、答えはキリストです。これから迷わないようにしてください。親によって傷を受けたでしょうか。親の問題ではありません。問題は一つです。頭の中がこんがらがっています。それが悪魔のしわざです。すっきりしないといけません。できるだけ4チャンネルにしてください。「スッキリ!!」しないといけません。問題は一つです。だから、答えも一つです。ややこしくありません。これを守りなさい。こうしなさい。こうしなきゃいけないと言われている様々なことが聖書にはあります。それひとつひとつが答えではありません。そのすべての内容が、キリストを見上げなさいという一つの内容なのです。それ以外には答えはありませんので。なんと感謝なのでしょう。キリストだけに答えを絞ってください。どんな問題であろうが構いません。キリストだけに答えを求めてください。そして、そのキリストが実際に世に来られました。そのキリストがイエス様です。十字架にかけられて、三日目に死の力を打ち破ってよみがえられたイエス様こそ、その唯一の答えであるキリストその方です。イエスはキリストです。ですから、様々な問題がありますが、その問題の解決は一つしかありません。ヨハネ3：16には、「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」とあります。私たちにとって問題の解決、問題の扱いは、一つしかない答えであるキリストであるイエス様を心から信じることです。義人は信仰によって生きる。これが問題の扱いです。問題を突破しようとするのが問題の扱いではなくて、「あの人かわいそうだね、あの問題はひどいね」ではなくて、イエス・キリストを信じることが、問題の前でその問題を扱う方法です。イエス様が自らおっしゃいました。すべて疲れて重荷を負っている者は、すべての問題、あらゆる問題、この問題、あの問題だと議論しないで私のところに来なさい。イエス・キリストを信じなさい。私があなたがたを休ませてあげます。今でもクリスチャンの中で、中々、信仰が成長しない。あるいは問題から抜け出していない方々の特徴が何かというと、私だけが問題を抱えている。私の問題はどうにもならない。私の問題を他の人は理解できない。比べることができない。まったく分かっていない。ひどい大きい問題だと思い込んでいると、ずっと問題に溺れて束縛され、そこから出ることができません。問題はそのように扱ってはいけません。どんなに自分の頭の中で不可能だと思われる自分の問題も、実は神様から離れてしまった問題なので、迷わずに答えは神様と出会う道、キリスト、イエスが答えです。親のせいにしたり、こうすればいい、ああすればよかったのに、これがなかったから、こうだったから、友達のために、ゲームのために、学校がこうだったから、周りが私にこうしたから、交通事故に遭ったからなど、いろいろなことが頭の中に残っていると、ずっと捕らわれます。問題はそのように扱ってはいけません。問題は実は一つです。あなたの問題も私の問題も同じです。だから、答えも一つしかありません。キリストだけが問題の解決です。問題の解決はイエス・キリストを信じることです。信じて症状に何も変化がないとしても、問題は終わったことです。これがまず問題の扱いです。
それから、もう一つぜひ覚えていただきたいのは、イエス・キリストを受け入れたクリスチャン、信者にもいろいろな問題があります。信者の問題に対して、どのように扱うべきなのか。信者にも問題がありますが、信者の問題は問題ではありません。これが扱いです。信者にも人によって、場合によって、様々な問題があります。なぜイエス様を信じたのに、いまだにこういう問題が私にあるのかと引っかかる方もいらっしゃいますが、それは勘違いです。死ぬ時まであらゆる角度からいろいろな問題はあります。ただ問題をどのように扱うのかが問題です。信者にとって問題は、もはや問題ではありません。今まで、このいま申し上げますこの世界のことがまったく分かっていないまま、以前の世界で取り扱っていたとおりに扱っているので困難するだけです。世界が変わりました。暗やみの世界から光の世界へと導きいれられました。律法によって裁かれるしかない、罪に定められるしかない世界から、神の恵みの中に導き入れられました。すべてのことを働かせて益となるしかない光のいのちの恵みの世界に招かれたものです。誤解しないでください。クリスチャンである私たちにも様々な問題がありますが、もはや問題ではありません。聖書はそのお証しばかりでしょう。聖書が今私たちに教えている内容、つまり、神様が言いたい内容は、それです。あなたはイエス・キリストを信じているのか。クリスチャンなのか。どんな問題があるのか。そんなに心配なのか。大変でしょう、もちろん。だから、問題なのか。問題ではない。聖書を見なさい。紅海が目の前に塞がっていました。イスラエルの人は、これは大変だと思いました。皆溺れて死ぬでしょう。後ろからはエジプトの兵隊が馬に乗って追っかけてくるのです。問題でしょう。皆さん、ご存知でしょう。問題だったでしょうか。それは問題ではありません。紅海が目の前に広がっていても問題ではなかったのです。それが聖書のお話です。だから、まず信者の問題を扱うとき、問題ではない。それが扱いの方法です。

いくつかの例を考えてみましょう。ヨセフの例が一番わかりやすい例だと思います。ヨセフにあったいろいろなことを皆さご存知でしょう。問題のリストとして取り上げようとすると、1番から10番まで全部ヨセフの問題が上がるかもしれません。そのヨセフにあった憎まれいじめられ殺されかけて、奴隷として人身売買で売られてしまった。なんと大変でしょうか。それが問題だったでしょうか。濡れ衣を着せられて刑務所の中に入れられるようになりました。そのような問題がありました。ヨセフに。神を信じる者に。それが問題だったでしょうか。最悪だと思っていたものが、振り返って見ると、最高の神様の導きでした。だから、あまりにも目先のことと単片的に考えて問題を問題に扱うことをしないように。問題は、問題ではありません。ダビデも同じでしょう。サウル王が、悪霊にとりつかれてダビデを何の過ちもないのに殺そうとしました。そのためにダビデは人生の半分くらいを逃亡者として逃げ回っていました。あまりにも辛かったので、死の影の谷を歩くと表現するほど辛い時期がありました。それが問題だったでしょうか。私たちはついつい問題だと思います。だから、クリスチャンなのに問題をきちんと扱うことがないので、その次に進むことができません。問題に引っかかって。ダビデの死の影の谷を歩くような問題は問題だったでしょうか。ダビデは賛美をささげました。これこそが義の道へと導かれることで、問題ではありません。信者の問題は、もはや問題ではありません。エリヤも自分の今の状況が問題だと思っていました。やることは全部やって、やりつくしたのにうまくいきませんでした。すべてが終わったかのように思ったのです。「もう神様、死んだ方がましです。私を召してください」と叫ぶほど、どん底に落とされていました。エリヤがどん底に落とされていたということは問題でしょうか。実は、エリヤが知らないでいただけであって、信者には、どん底は問題でありません。まったく今までと次元の違う新しいことを始める段階です。問題ではありません。聖書はその証拠だらけではないでしょうか。つまり、信者の本当の問題は、問題だと思われる偽装の問題の前で、キリストと神の契約を忘れて見落としてしまうことが問題です。何が問題なのかよくわかっていません。
2番目です。信者の問題の扱いは、まず問題ではありません。皆さんを励ましてわあわあするために言っているわけではありません。実際に、問題ではありません。問題が起きました。事実です。2部の礼拝でも申し上げるつもりですが、事実の裏には真実があります。真実を見ると問題ではありません。またその裏を見ないといけませんが。皆さん、ぜひ問題をきちんと正しく扱うクリスチャンであってほしいと思います。それで本当のクリスチャンとしての輝きを放っていただきたいと願います。

まとめましょうか。千差万別の問題がありますが、問題は一つです。だから、解答もキリストひとつです。逆に千差万別の問題はすべてキリスト一点に絞られるために許されている材料です。それから、幸い神様の恵みによって、イエス・キリストを受け入れるようになりました。信者にとって、今置かれている状況、環境、いろいろ違うでしょう。そのすべてに神様の意味がありますが、とりあえず、その中で信者の問題はもはや問題ではありません。これが扱い方です。そのようなクリスチャンは祝福の答えの扉が開かれるようになります。神様が臨まれることはそういうことです。今問題が苦しいし大変だということを神様がご存知でない、あるいは知らんぷりをしていらっしゃるわけではありません。しっかり問題の扱い方を習わせようとしていらっしゃるのです。今までの暗やみの世界での生き方、やり方、扱い方、それをチェンジしなさい。あなたは光の子どもです。あなたは神様の子どもではないのか。神をアバ、父よと呼ぶことができる尊い神のかたちではないのか。何を飲むか何を食べるかなにを着るかなど心配するような世界はもう終わりました。あなたは神の御手に捕らわれている、神様に導かれる尊い神の神殿と呼ばれる祝福のものではないのか。なぜ問題に引っかかるのか。問題をしっかりと扱いなさいというサインです。この二つのことを総合的にまとめると、このように問題を言えるようになります。総合的にまとめるとこのように問題を言えるようになります。総合的な整理です。問題の扱いに対して、信者の問題であれ、未信者の問題であれ、結局、すべての問題は、神の契約を成就して行くためのプロセスです。これは総合整理です。神の契約は何でしょうか。唯一のいのちの救いの福音、イエス・キリストの福音が、私の周りから始め、地の果てにまで世界中の人に日本中の人々に、47都道府県に宣べ伝えられて、これが広まっていくということが神様の契約です。特にその契約は、先にイエス・キリストを信じて幸いな者になっている私たちクリスチャンを通してそれをなさろうとしていらっしゃるのが神の契約です。この神の契約を成就して行くためのプロセスです。

それを言葉を変えますと、こんな風に説明できるものです。つまり、私たちの基準から見たときには、こういう問題、ああいう問題、ひどいひどくない、いろいろ言うかもしれませんが、そのすべての問題が、信徒の問題を含めて、神の主権のもとで神様が許された問題です。これが最後の整理です。と言いますのは、どんな問題があろうが、神様の契約を邪魔することは不可能なのです。どんな問題だろうが。逆に、問題に対してここまで私たちは言えます。神の主権のもとで行われることであれ、起きている問題であれ、神の許しであれば、神の契約を邪魔することは不可能です。心配しなくてもよいです。それどころか逆にすべての問題が神の契約を成就させるプロセスになります。神の契約が完成されるためのパズルの一つになります。問題でさえ。前にもお話しましたように、極端の例が役に立つと思います。ペテロが、自分の弱さのゆえに怖くなって、イエス様を三度も否定しました。それはペテロの過ちに間違いありません。しかし、それも神の主権のもとで神様が許可したのです。ペテロの過ちです。もちろん、サタンにやられたことです。しかし、それもキリストが人類の救いを成し遂げられるために一つのパズルになりました。イスカリオテのユダがイエス様を売りました。そのユダは、自分の道へと行きました。自分の過ちによって裁かれるようになります。それを神様の契約が成就するためのパズルだということで褒めるつもりはありません。しかし、そのようなサタンのしわざでさえ、その人はその通り裁かれることがあるとしても、こちらから見たときには、それもつまずくことではありません。それも結局は、キリストが十字架にかけられて、神様の救いを完成させるための一つのパズルになりました。何が問題でしょうかという話です。これが最終的な結論です。クリスチャンの私たちが、特に伝道者として私たちがこれからぶつかる様々な問題をどのように扱うべきなのかに対しての総合的な結論です。つまり、どんな問題であろうが、問題に引っかかる理由などはないということでしょう。そのような意味合いを持って、今日の聖書の箇所があります。すべてのことを働かせて、益としてくださる。これが私たちの信仰です。個人的な問題があろうが、周りからの迫害があろうが、ときには裏切られることもあるかもしれません。変なお話でしょうが、ある意味では、そんな風に過ちを犯して失敗せざるをえませんでした。最終的にはそこまで言えます。だから、わざと失敗しましょうということは言語道断です。しかし、私たちが問題を扱うときには、そのような扱い方をします。

つまり、すべてを合わせて結論を申し上げますと、どんな問題でも問題に捕らわれて溺れる理由などは存在しないということです。正しく扱うようになれば、すべての問題が何のために、よいことはもちろんであって、私たちが嫌だ、嫌だと思っている問題でさえ、神の契約のためなのです。つまり、結論は、こういう話です。神様が望まれるのは、これからクリスチャンの私たちの人生がただクリスチャンとして聖書を読んで礼拝をささげるものではなくて、契約を神の契約、イエス・キリストによって救われること、これが契約です。そして、救われたものを通して他の人にもどんどん救いの祝福が広まっていくというのが契約です。この契約を中心に持ってこなければいけません。人生の中心に持ってきます。これが問題をどのように扱うべきなのかを通して、神様が私たちにおっしゃる内容です。聞いたでしょう。確認したでしょう。問題は問題ではありません。結局は、すべてを働かせて、契約のために益になるものです。そうならば、あなたがたはどうするべきなのか。これから残りの生涯、契約を中心に、自分の人生の真ん中に契約をもって来るべきではないのかというのが今日のメッセージです。そして、問題には一切引っかからず捕らわれないように。もしうっかりして捕らわれた場合は、早く契約を握って抜け出すように。正しく扱ってそこに留まらないように。主の祈りにもあります。罪を犯さないように。もし犯した場合には、悪から早く救い出してください。そこでうろちょろするのではなく、早く抜け出さないといけません。問題に引っかからないように。この内容を霊的なサミットと言います。問題に引っかからないように。なぜでしょうか。問題ではないのだから。問題ではないどころか、それは神の契約を成就させるパズルだと分かっていれば、問題に引っかかる理由などないでしょう。つまり、これからは何かの問題があるときには。それを神のサインとして見るようにしてください。問題があればキリスト、問題があれば伝道、問題を見た途端に、世界福音化という契約を思い出して、それを思い浮かべるサイン、材料にしなさいというのが神のメッセージです。問題を見るたびに、問題がどう変わってどう解決できるかではなくて、キリストをもう一回見て、伝道をもう一回固めて、世界福音化をもう一回絞っていくということによって、このキリスト、伝道、世界福音化の契約に固く釘を刺す材料、サインが問題なのです。それが問題です。そのような人は、ヘブル11章に書いてあるように、この世で終えられない者です。この世のルールや法則が、その人を束縛して縛ることができません。問題の扱いは、皆さんのこれからの人生の勝利と直結する内容です。ぜひやってみてください。
それから、一歩進んで、問題以前に、問題がないときから、あるいは問題と全く関係なく、普段から自分の人生、自分のすべてを伝道に向けられるように、伝道に向かわせるようにしましょう。全部、一日のスケジュールも、一週間のスケジュールもすべて、問題があるたびには、もう一回、伝道、キリスト、契約に向かいます。この問題は何でしょう。契約を成就させるためのパズルでしょう。だから、契約、世界福音化、伝道、キリスト、もう一度、思い浮かべる機会にして、問題がある前に普段からいつも最初から賢い人であれば、伝道を中心として考えます。だから、皆さんと関わっている人々、皆さんの周りにいる人々、すべてを伝道の対象者として見て、名簿を作って祈り始めてください。普段から、問題があろうがなかろうが、それが私の人生なのだ。それで問題が起きたときには、もう一回、それを固めます。なるほど、神の契約を成就させるためのパズルがもう一回来たのだね。もう一つ来たのだねと。すべてを働かせて益としてくださる。これを信じて伝道と言う契約を中心に、残りの生涯を歩いていただきたいと思います。しかし、問題を正しく扱っていないと、クリスチャンとして扱っていないと、問題との格闘によって伝道などは見向きもできません。これがだまされることです。私にはこんな問題があるから。こんな弱い人間なのに。こんな病弱なのに。それが今だまされていることです。刑務所の中でも可能です。奴隷でもできます。大丈夫です。
最後に、皆さん、イエス・キリストを信じていらっしゃるのでしょうか。もはや問題はありません。ただ契約を成就させるためのパズルになるものです。

(祈り)

　愛する天の父なる神様。神様がご計画の中で、神の契約を全うする尊い伝道者としてひとりひとりを召されたにもかかわらず、問題にだまされてどのように扱うべきなのかを知らずに、いつも問題との格闘によって、その伝道者の世界とは遠ざかっていたことを悔い改めます。問題を正しく扱い、契約中心、伝道中心にして人生を整理することができますように。それで神様の本当の答えをひとりひとりが体験できるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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